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第15回

講演者 : 三上 敏夫 氏 (津田塾大学)
題目 : 確率最適輸送問題について
日時 : 平成28年11月10日（木）16:30 – 17:30

E. Schrödinger の量子力学、Schrödinger 方程式の解の Born の確率解釈に影響 されて、確率量子化の研
究が行われた。そこでのアイデアは、最小作用の原理 を（ランダムな動きをする粒子の力学である）量
子力学にも適応することであ る。ランダムな関数の数学的理論は、確率過程論である。その変分解析は、
W.H.Fleming 教授によって定式化された確率最適制御理論である。本講演では、 新しいタイプの確率最
適制御理論として講演者により定式化された確率最適輸 送問題について、その概略を紹介する。
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